
今年度の福祉実践教室では、全体会の場にて地域で活動するボランティア団体のかたから子どもたちへ
お話をしていただきました。 
障がいがあることで、できないことや助けが必要な場面は確かにあります。けれど、それは“特別なこと”で

はなく、誰もが持っている得意・不得意の違いの一つです。子どもたちは全体会でボランティアさんからの話
を聞き、その後の分科会で当事者のかたなどとの交流や体験を通して、「困っている人を見つけたら声をかけ
たい」「できることをお手伝いする」といった、日常の中でできる小さな行動に気づいた発言がありました。
地域には、年齢も立場も経験も異なる多くの人が暮らしています。その違いを認め合い、互いに支え合いな

がら生活することが、私たちが目指す地域共生社会です。今回の学びが、子どもたち自身が地域の一員として
誰かを思いやり、行動できる力につながっていくことを願い、これからも当事者のかたやボランティア団体と
共に取り組んでいきます。

稲沢市勤労福祉会館・
尾西信金いなざわアリーナ会 場

　

※開場式 9：30～
10月24日（土）
10：00～15：30と き

わくわくするような催しがいっぱい！
是非ご来場ください！
詳しい内容はこちらから

各福祉団体紹介・福祉体験コーナー、チャリティバ
ザー、市民によるステージショー、キッチンカー、
おもちゃ病院など
※おもちゃ病院でのおもちゃの修理受付は当日の先着順となります。

入場無料
雨天決行・荒天中止まつり福祉

つなぐ つながる 福祉の輪つなぐ つながる 福祉の輪

主管：第 37回福祉まつり運営委員会　主催：稲沢市・稲沢市社会福祉協議会

イベント
内容

第37回

福祉実践教室を通じて学ぶ
～違いを認め合い、共に暮らすとは～
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